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朱
子
に
於
け
る
性
設
に
つ

い
て

同

阪

1孟

;在住

米
子
の
れ
論
の
研
究
を
な
す
認
に
、
そ
の
研
究
Jg
察
日
か
な
ら
し
な
る
怨
に
、
米
子
の
世
界
観
を
概
説
す
る
乙
と
は
必

姿
で
あ
る
。
市
し
て
米
子
の
世
界
貌
は
花
々
な
る
資
料
に
於
て
見
る
乙
と
が
出
来
る
、
が
、
最
も
容
易
に
窺
ひ
知

b
符
る

の
は
そ
の
太
極
間
設
鮮
で
あ
る
。
乙
れ
は
民
子
の
太
極
沼
訟
に
米
子
が
説
明
を
加
へ
し
も
の
で
あ
ク
て
、
加
子
の
世
界

磁
を
各
方
宿
か
ら
吟
味
し
て
肯
定
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
米
子
の
世
界
観
k
推
知
す
る
と
と
は
先
づ

許
芯
れ
て
然
る
べ
主
で
あ
る
と
必
ふ
。
以
下
太
極
図
説
鮮
に
よ
っ
て
そ
の
世
界
搬
を
概
税
す
る
。

と
の
天
地
問
の
凡
ゆ
る
も
の
は
動
静
を
以
て
論
じ
符
る
領
域
内
に
局
す
る
。
如
何
な
る
も
の
と
般
も
動
若
く
は
静
或

は
動
立
つ
静
の
絞
態
宇
一
以
て
論
、
じ
符
な
い
も
の
は
な
い
。
部
ち
宇
宙
開
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
運
動
を
な
す
。
勿
論
、

こ

の
活
動
は
泊
緩
積
極
扇
面
を
意
味
す
る
。
か
く
宇
宙
開
の
も
の
は
悉
く
運
動
す
る
以
上
之
等
、
が
運
動
す
る
所
以
の
も
の

部
ち
濯
、
が
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
或
は
運
動
せ
し
む
る
所
の
辺
、
が
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
乙
の
問
、
が
所
制
太
様
で
あ
る
。
こ

-
-
¥
に
斑
そ
の
も
の
と
動
静
と
の
底
別
、
が
な
遣
れ
る
。
市
し
て
と
の
弱
者
の
関
係
を
み
る
に
所
間
勤
と
い
び
静
と
い
ふ
も

そ
れ
は
太
極
の
動
で
あ
b
、
太
棋
の
静
で
あ
る
。
周
子
ば
斗
太
緩
動
部
生
湯
、
動
根
市
静
、
静
十
郎
生
段
、
し
と
一
一
一
日
っ
て
。



‘
る
が
動
静
す
る
も
の
ほ
太
様
で
あ
る
。
し
か
し
動
と
い
ひ
、
静
と
い
ふ
も
そ
れ
は
経
験
芥
に
於
て
の
み
払
惟
可
能
で
あ

る
z

。
従
っ
て
そ
れ
は
形
市
下
者
で
な
け

μ
ば
攻
ら
ね
。
然
る
に
太
極
は
恕
で
あ
り
、
形
而
上
者
で
あ
右
。
か
く
て
動
静

は
仰
仙
の
動
静
で
あ
る
と
い
ふ
も
、
形
市
上
者
と
形
而
下
者
と
は
全
く
同
一
の
も
の
を
意
味
す
る
と
は
一
一
一
一
口
へ
な
い
。

ζ 

れ

朱
子
が

動
静
陰
陽
、
皆
赴
形
市
下
者
、
然
動
一
亦
太
桜
之
助
静
亦
太
極
之
齢
、
位
動
静
非
太
極
一
斗

九
と
い
へ
る
所
以
で
あ
る
。
動
静
、
が
形
市
下
者
で
あ
る
以
上
限
は
何
物
か
乞
透
し
て
動
静
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
〉
b
ね。

と
、
、
に
米
子
の
哲
問
中
は
二
元
論
と
ふ
一
一
日
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
恕
向
、
が
あ
る
。
然
、
b
ば
町
一
に
お
立
す
る
も
の
は
如
何
な
る

も
の
で
あ
ら
う
か
。
米
子
は
と
の
拾
に
つ
主
て
は
何
等
一
一
一
戸
及
す
る
所
、
が
な
い
。
府
、
汁
気
楽
一
山
成
形
し
と

へ
る
も
そ
れ

は
乙
の
場
令
の
つ
あ
る
も
の
し
と
は
呉
る
や
ラ
で
あ
る
。

乙
れ
は
米
子
の
鮮
に
於
け
る
前
後
の
不
統
一
と
も
一
一
一
一
口
へ
る
。

一、-
h

仏
ケ
ハ
ゲ
日
υ
ー
戸
了
よ
ヴ
、

『
ヌ
括
主
立
丘
一
躍

と
周
子
は
一
一
一
一
同
ふ
。
乙
の
一
一
将
来
の
解
務
は
甚
、
だ
図
難
で
あ
る
。
動
け
る
恕
テ
一
阪
と
い
ふ
と
で
も
解
す

べ
き
か
。
市
し
て
乙
の
動
静
せ
る
形
の
問
、
郎
ち
陰
陽
を
気
と
名
約
け
る
。
米
子
に
よ
れ
ば
陰
陽
は
口
ハ
是
一
気
で
あ
。

ら
て
、
陰
気
陽
気
の
二
物
が
お
立
し
て
殺
然
と
区
別
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
陰
気
郎
ら
静
な
る
理
が
流
行
す
れ
ば
そ
れ
は

陽
と
な
台
、
陽
気
、
が
凝
楽
す
れ
ば
陰
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
一
一
一
一
口
は
い
λ

乙
の
溺
者
は
相
互
否
定
を
な
す
も
の
で
あ
る
o

そ

の
相
互
否
定
吉
な
す
所
以
の
も
の
は
陰
静
は
陽
動
に
校
ぎ
し
、
陽
動
は
陰
静
代
枚
、
さ
す
か
ら
で
あ
る
。
動
極
れ
ば
静
、

-
動
都
府
は
一
一
瞬
も
停
ι

注
す
る
所
、
が
な
い
ο

故
に
動
極
れ
ば
そ
乙
代
、
総
併
設
訟
の
一
一
一
一
口
一
世
加
を
借
b
れ
は
白
己
内
矛
盾
を
起
し
℃

九



九
四

白
己
否
定
に
陥

b
静
と
な
る
の
で
あ
る
。
静
も
亦
同
様
に
極
れ
ば
動
と
な
る
。
そ
れ
は
宛
も
波
の
起
伏
を
見
る
、
が
如
く

で
あ
る
。

認
と
一
気
と
の
関
係
は
前
辿
よ

b
せ
ば
絡
に
先
後
あ
る
が
如
き
も
、
そ
れ
は
論
理
的
先
後
で
あ
っ
て
時
間
的
先
後
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
論
理
的
に
気
の
従
っ
て
来
る
mm
を
推
せ
ば
、
営
に
乙
の
理
あ
っ
て
然
る
後
気
、
が
あ
る
と
い
ふ

ベ
3
で
は
あ
る
が
、

乙
の
世
界
に
於
て
恕
は
理
と
し

τ
一
物
、
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
気
の
中
に
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、

者
し
試
が
な
け
れ
ば
恕
は
詮
旋
す
る
所
な
く
理
の
存
す
る
乙
と
は
知
る
由
も
な
い
。
恕
と
気
と
の
関
係
は
一
一
郎
総
用
の

開
制
係
あ
る
、
が
如
き
も
の
の
や
ラ
で
あ
る
が
、
太
極
を
以
て
鐙
と
な
し
、
陰
陽
を
以
て
用
と
な
す
は
国
よ
λ

リ
主
(
平
一
一
口
に
病
が

あ
る
。
何
故
な
ら
ば
太
一
械
は
是
却
で
あ
b
、
陰
陽
は
是
筑
で
あ
る
、
盟
、
に
は
形
な
く
、
市
し
て
気
に
は
跡
、
が
あ
る
。
試

に
肢
に
動
静
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
気
を
載
す
る
所
の
理
に
動
静
な
し
と
は
如
何
に
し
て
一
一
一
口
び
符
ょ
う
。
米
子
は

無
よ
り
有
を
牛
一
ぜ
ず
と
の
因
果
思
想
に
本
主
恕
に
動
静
あ
b
と
の
推
断
を
下
し
た
も
の
の
や
ラ
で
あ
る
。

と
の
乙
と
の

営
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、
荷
も
恕
そ
の
も
の
に
動
静
あ
b
と
す
る
以
上
混
と
気
と
の
関
係
を
般
用
を
以
て
論
ず
る
こ

と
は
出
来
な
い
。

さ
る
識
者
は
、
太
脱
者
本
然
之
妙
也
、
動
静
者
灰
一
同
之
機
也
と
一
一
一
一
回
っ
た
が
乙
の
一
一
一
一
向
菜
と
そ
到
気
の
関
係

を
一
不
す
に
於
て
十
全
に
近
い
、
と
米
子
は
一
一
一
一
口
ふ
の
で
あ
る
、
が
、
本
然
之
妙
な
る
一
言
葉
は
ち
」
は
め
て
多
義
的
で
あ
b
、
我

や
と
し
て
は
太
磁
の
何
た
る
か
を
挺
へ
ゃ
う
が
な
い
。
勿
論
太
山
慨
は
我
ん
T

の
経
験
争
中
介
し
て
の
把
捉
を
超
越
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
ね
が
。



米
子
の
意
味
す
る
試
も
必
ず
し
も
一
定
し
て
ゐ
な
い
。
純
鈍
化
す
る
陰
陽
動
静
で
あ
る
と
せ
ば
、
我
々
は
気
を
乙
れ
と
指

示
す
る
と
と
は
出
来
な
い
。
然
る
に
気
は
形
市
下
者
と
し
て
形
態
あ
る
も
の
な
b
と
も
一
一
一
一
日
っ
て
ゐ
る
。
次
の
米
子
の
語

の
如
・
3
は
正
に
か
¥
る
意
味
の
試
を
一
一
一
一
口
へ
る
も
の
で
あ
る
。

形
而
上
者
、
指
沼
市
一
一
一
一
口
、
形
市
下
者
、
指
事
物
市
一
一
一
一
問
、
事
々
物
々
皆
有
企
パ
理
、
事
物
可
見
市
立
(
理
難
知
、
部
事
部
物

方
可
児
此
班
、
所
以
、
大
準
之
道
、
不
日
務
理
問
日
格
物
、
ロ
ハ
是
妥
人
就
寅
慮
究
一
党

か
や
う
に
米
子
の
怒
気
の
論
は
甚
だ
非
論
理
的
で
あ
b
、
同
一
書
物
に
於
て
手
へ
前
後
矛
厄
あ
る
を
免
れ
ね
、
が
、
況
や

一
九
一
間
類
の
如
き
相
営
長
年
月
に
一
旦
る
米
子
の
片
言
の
中
に
見
ら
れ
る
迎
試
の
論
に
統
一
を
紋
く
黙
の
あ
る
の
は
営
然
と
一
一
日
一
口

は
ね
ば
な
る
ま
い
。

米
子
代
於
け
る
宇
宙
生
成
論
も
亦
陵
昧
な
黙
が
あ
る
が
大
陸
次
の
や
ラ
で
あ
る
。
米
子
は
図
説
の

無
税
之
異
、
二
五
之
精
、
妙
令
市
疑
、
乾
道
成
男
、
坤
道
成
女
、
二
条
交
成
化
生
寓
物
、
市
内
物
生
々
市
経
化
促
…
窮
尖

を
解
し
て
、

夫
天
下
無
性
外
之
物
、
弱
性
無
不
在
、
此
無
根
二
五
、
所
以
混
一
融
市
無
問
者
弘
、
所
謂
妙
令
者
也
、
異
以
恕
二
一
一
口
、
経
…

妄
之
謂
也
、
精
以
気
一
一
一
一
問
、
不
二
之
名
也
、
疑
者
茨
也
、
気
楽
部
成
形
弘
、
芸
品
性
魚
之
主
、
市
陰
陽
五
行
魚
之
経
緯
錯

絵
、
又
各
以
類
凝
取
水
市
成
形
吾
川
、

曹
と
い
ひ
、
又
、

九
五



九
」
ハ

勝
沼
健
者
成
男
、
別
伊
〈
之
道
也
、
陰
市
願
者
成
女
、
削
刈
母
之
道
也
、
是
人
物
之
始
、
以
気
化
部
生
者
也
、
気
茨
成
形
、

期
形
交
気
減
、
建
以
形
化
、
一
市
人
物
生
々
、
援
化
無
窮
ム
犬
、
人
物
故
存
穣
類
之
後
、
則
自
以
形
試
交
成
市
相
生
、
料
航

受
化
育
之
問
所
以
牛
一

'Z迩
然
復
務
悲
失

7
c
r
一
一
一
日
夕
て
ゐ
る
。

乙
れ
に
よ
れ
ば
人
物
の
形
態
は
抵
の
茨
る
ミ
と
に
よ
っ
て
出
来
た
の
で
あ
b
、
市
し
て
そ
の
形
怒
の

主
と
な
る
も
の
は
性
で
あ
る
。

乙
¥
に
気
と
性
と
は
完
全
な
る
お
立
を
な
す
。
荷
し
て
今
乙
の
お
立
を
考
へ
て
み
る
に
、

最
初
恕
が
陰
惨
を
生
じ
た
時
、
陰
間
断
は
生
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
気
と
し
て
理
と
針
立
し
た
。
次
代
陰
陽
の
特
使
人
間

に
よ
っ
て
五
行
を
生
じ
た
の
で
あ
る
が
、
陰
陽
と
五
行
と
は
初
訪
し
、
克
に
陰
陽
五
行
は
共
に
涯
に
お
す
る
乙
と
に
な

い
っ
て
ゐ
る
。
か
く
綴
次
生
冷
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
生

F
Q
S
れ
た
も
の
は
怒
と
は
離
れ
て
恕
代
詩
立
す
る
。
今
、

疑
問
成
形
と
言
へ
る
に
於
て
、
元
来
恐
か
ら
生
じ
た
試
の
茨
か
ら
成
れ
る
形
な
る
に
拘
は
ら
ず
、
形
は
理
と
封
し
て
考

へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
と
の
お
立
の
源
代
初
る
時
、

す
べ
て
は
怒
か
ら
波
生
せ
る
も
の
と
し
て
理
一
一
瓦

論
の
立
場
や
一
も
一
以
b
得
る
乙
と
と
・
な
る
。

と
¥
に
米
子
は
一
一
冗
論
者
な

b
や
、
二
元
論
者
な
ら
-
や
の
疑
問
が
生
ず
る
の

で
あ
る
。
然
し
乍
ら
乙
の
考
へ
方
は
米
子
に
特
有
な
る
も
の
で
も
な
く
、
二
程
子
に
於
け
る
性
の
ふ
一
昔
話
の
考
へ
方
も
正

に
と
れ
で
あ
b
J
と
¥
に
宋
俗
の
考
へ
方
の
一
一
特
色
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
以
来
市
成
形
、
然
ら
ば
如
何
に
集
b
て
形

を
な
す
か
、
米
子
に
よ
れ
ば
陰
陽
五
行
、
が
経
緯
錯
綜
し
鋲
を
以
て
凝
以
然
し
て
形
を
な
す
と
い
ム
。

ら
ば
形
一
一
刻
交
威
し
遂
に
形
、
ゲ
}
以
て
化
し
人
物
生
'
々
し
務
化
祭
b
な
き
に
一
宇
一
る
。
と
は
一
一
一
一
日
ふ
も
の
の
米
子
の
人
物
後
生
論

-
j
J
ソ
ア
ツ
ミ

J
J

と
ど

L

一
E
一丸、

P
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メ
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は
米
子
自
身
に
も
あ
ま

b
明
瞭
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
は
次
の
文
に
窺
は
れ
る
。

米
子
日
、
天
地
之
初
、
如
何
討
筒
穏
、
ほ
是
対
蒸
結
成
問
他
人
、
後
方
牛
一
許
多
物
事
、
所
以
、
先
設
乾
道
成
男
坤
道
成

女
、
後
方
税
化
住
寓
物
、
若
営
初
制
…
那
府
側
入
、
如
今
如
何
有
許
多
人
、
那
一
前
倒
人
使
似
市
今

λ
身
上
沿
自
然
挺
化

31ミ
一
日
一
形
を
成
せ
る
も
の
は
夫
φ

の
性

K7有
し
て
犬
十
が
一
太
軌
を
な
す
。
郎
ち
如
何
な
る
も
の
も
犬
々
に
そ
の
恕
乞

荷
ふ
の
ぞ
あ
る
。
市
し
て
乙
の
寓
物
の
統
臨
も
亦
一
太
維
で
あ
る
。
米
子
は
バ
令
市
一
一
一
-
パ
之
、
荷
物
統
脱
一
太
桜
也
、
分

部一一一一円之、

一
一
物
各
兵
一
太
松
山
も
と

っ
て
ゐ
る
。
乙
の
と
と
を
北
渓
の
保
氏
は
答
怜
を
以
て
次
の
如
く
巧
妙
に
一
説
明
し

て
ゐ
る
。

総
同
一
一
一
円
之
、

只
是
坪
倫
一
一
街
問
、
是
一
筒
太
板
、
分
市
計
之
、
別
天
地
荷
物
各
兵
此
想
、
是
各
有
一
太
料
、
又
都
海
沿
無

欠
紋
露
、
自
立
ハ
分
市

板
、
人
符
此
恕
i

楽
於
五
回
心
、
別
活
太
紙
、
所
以
郁
子
日
、
、
道
免
太
紙
、
可
〈
日
、

、
既
成
許
多
、
此
道
班
似
散
了
、
然
就
寓
物
上
総
論
、
則
市
内
物
統
版
搾
治
、
刀
人
口
ハ
是
一
一
筋
太

心
一
匁
太
板
、
常
道
治
太
似
者
、
一
一
一
日
道
卸

太
板
、
無
二
斑
也
、
却
問
心
怨
太
脱
者
、
口
ハ
是
寓
理
総
合
於
五
回
心
、
此
心
一
体
論
日
一
広
一
倍
恕
爾
、
ロ
ハ
一
一
一
一
氾
道
理
流
行
出
市
熔

事
談
物
、
千
僚
寓
絡
、
各
符
共
理
之
蛍
然
、
期
日
疋
又
各
一
ふ
ん
桜
J
m
荷
物
総
一
三
、
北
(
山
丸
依
答
只
日
疋
一
迎
、
日
疋
洋
治
一
太

級
也
、
脚
部
副
知
一
大
挽
水
銀
、
怒
地
図
、
散
市
怨
高
々
小
塊
、
倍
々
一
背
閥
、
令
官
内
々
小
川
%
、
復
免
一
大
塊
、
依
奮
刀
〈
窓

地
問
1
:
:
:
此
太
紙
所
以
立
乎
天
地
寓
物
之
表

γ
市
行
乎
天
地
寓
物
之
申
、
在
高
十
日
知
県
川
似
之
前
、

市
賞
乎
市
内
台
無
極

九
士
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1
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，〆

之
後
、
自
寓
古
市
上
、
税
蔦
古
市
下
、
者
家
只
是
涼
論
一
倍
程
、
総
魚
一
太
極
耳
、
此
溜
流
行
、
蕗
ん
γ

皆
問
、
無
一
一
路

欠
鋭
、
後
有
一
路
欠
快
、
伎
一
偽
了
、
不
得
謂
之
太
板
、
太
根
本
位
、
本
自
民
也

之
の
思
想
は
西
洋
に
於
け
る
大
宇
宙
3

小
宇
宙
の
思
想
に
遜
ず
る
も
の
、
が
あ
る
と
一
一
品
へ
よ
ヲ
。

米
子
は
天
人
を
一
問
者
と
も
、
氷
山
一
浴
衣
る
も
の
を
有
す
る
と
と
に
関
係
づ
け
る
。
天
道
は

ふ
川
引
な
γ
正
川
良
川
、

市
有
企
庁
生
五
日
巧

陰
陽
銀
…
始
な
る

所
謂
無
始
無
終
の
永
遠
に
九
ら
れ
る
。

一
方
、
始
於
M
m
成
於
段
、
本
於
静
流
於
動
は
人
道
で
あ
る
ο

市
し
て
阪
は
除
に

挟
ま
し
、
動
初
端
な
く
陰
陽
も
亦
始
な
さ
姑
に
て
天
I
C
等
し
く
永
遠
で
あ
b
天
な
離
れ
る
乙
と
が
な
く
、
天
亦
人
を
隙

れ
る
乙
と
が
な
く
守
、
氷
還
し
な
る
共
遁
の
地
盤
の
上
に
天
人
は
相
逼
じ
得
る
の
で
あ
る
と
。

以
上
米
子
の
太
税
関
投
鮮
の
版
協
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
解
は
非
常
に
多
義
的
で
あ
、
台
、
市
も
前
後
矛
応
す

る
mm
す
ら
あ
る
つ
殊
に
乙
の
現
寅
世
界
か
ら
締
約
し
て
政
の
世
界
代
採
b
入
る
之
、
と
と
、
太
耕
一
の
恕
か
ら
演
絡
し
て
乙

の
現
究
開
介
を
説
明
す
る
乙
と
と
に
於
て
は
悲
し
主
喰
ぴ
遠
び
が
あ
る
乙
と
を
お
ル
れ
ね
。
部
ち
後
者
に
従
へ
ば
乙
の
世
界

も
ど
恕
一
元
の
下
に
説
明
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
前
者
の
迭
に
依
る
時
は
理
と
理
の
動
的
仰
を
荷
ふ
も
の
と
は
最
初
よ

b
一弘

別
式
』
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
試
は
恕
よ

b
牛
一
ぜ
し
も
の
と
は
絡
訴
に
考
へ
ら
れ
ぬ
乙
と
と
な
る
が
如
き
は
そ
の

法
制
の
蒸
し

3
縦
鈷
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
な
る
吟
味
は
後
に
譲
る
。

か
く
て
米
子
の
世
界
観
宮
北
川
礎
と
し
て
そ
の
性
訟
の
研
究
に
移
る
。
米
子
の
れ
の
論
は
米
子
話
類
の
第
一
容
よ

b
第

六
各
に
詳
し
い
♀
今
乙
¥
で
は
主
と
し
て
と
の
誌
類
に
本
主
米
子
の
考
へ
を
述
べ
る
。
市
し
て
之
の
一
路
類
に
て
は
恕
試



の
論
も
見
ら
れ
る
の
で
前
総
の
太
税
関
訟
解
に
て
怒
さ
ぎ

b
し
紡
も
幾
分
乙
れ
に
よ
っ
て
郁
は
れ
る
で
あ
ら
ラ
、
米
代

の
ー
ー
そ
の
取
著
な
る
代
表
者
は
米
不
で
あ
る
が

l
J金
側
、
が
特
に
注
意
さ
る
べ
き
」
結
は
そ
の
哲
撃
的
(
)
形
市
上
準
的
)

考
察
に
あ
る
。
邸
ち
世
界
の
構
造
と
人
間
の
格
治
と
や
}
関
係
守
つ
け
て
考
察
せ
し
と
と
に
あ
る
と

名
と
し
て
性
理
の
感
な
る
名
緑
、
が
用
び
ら
れ
る
が
、
と
の
名
私
は
正
に
ポ
胞
ナ
の
特
色
を
十
分
一
一
一
円
ひ
一
次
は
せ
る
も
の
と
一
一
ニ
日

へ
よ
ヲ
。
来
製
の
別

へ
る
。
性
論
は
常
に
世
界
の
構
造
と
関
係
づ
け
て
凡
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

米
子
に
よ
れ
ば
乙
の
現
寅
の
世
界
は
恕
試
の
二
元
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
一
山
し
て
刊
と
気
と
は
如
何
な
る
時
と
艇
も

別
筋
に
存
在
す
る
と
と
は
な
い
。
気
と
は
我
々
の
戚
先
に
ほ
一
接
訴
へ
ら
れ
る
も
の
す
べ
て
な
構
成
す
る
も
の
の
穏
で
あ

ク
て
、
乙
れ
の
原
始
的
形
態
は
陰
陽
五
行
で
あ
る
。
卸
ち
戚
覚
的
な
る
存
在
(
形
一
山
下
者
)
は
有
形
の
も
の
は
勿
仏
側
、
風
と

か
山
泊
料
と
か
の
如

3
無
形
の
も
の
も
す
べ
て
陰
陽
五
一
行
の
試
の
凝
茨
錯
私
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
椋
成
主
れ
る
。
市
し
て

気
に
は
活
泌
総
粗
の
差
異
が
あ
る
。

そ
の
晴
氏
問
先
は
・
ま
さ
に
無
限
と
も
一
一
一
日
ム
ベ
く
、

従
ク
て
そ
の
凝
茨
錯
綜
に
も
知
県
限
の

組
令
せ
が
可
能
で
あ

b
、
乙
¥
に
無
限
の
戚
受
的
存
在
の
出
説
の
可
能
性
、
が
あ
る
。

と
の
出
裂
の
可
挺
性
に
訴
し
て
、

そ
れ
に
説
L

貨
牲
を
紙
興
す
る
も
の
、
が
所
訪
問
で
あ
る
。
従
っ
て
如
何
な
る
存
在
も
そ
れ
、
が
羽
寅
的
で
あ
る
以
上
、
必
ず

そ
の
山
?
に
湖
、
が
寓
す
る
の
で
あ
る
。

之
の
間
関
係
を
米
子
は
次
の
如
く
一
一
Jn
っ
て
ゐ
る
。

日
リ
問
中
ム

Efd刈
J
3
7
j
z
一
日
江
、

目
玉
J
d
会

H
a
長
J
民
，
京
手

日
、
知
陰
陽
五
一
行
錯
綜
不
失
後
結
使
是
恕
、
宥
ハ
紙
不
給
取
供
時
、
恕
亦
無
所
的
小
一
一
位
、

か
く
試
の
結
楽
す
る
乙
と
に
理
、
が
紙
せ
ら
れ
る
乙
と
に
よ
り
て
す
べ
て
の
も
の
の
存
在
、
が
可
能
で
あ
る
、
が
、
試
に
は

九
九



一-
0
0

務
濁
続
犯
の
別
が
あ
る
の
で
存
在
者
に
も
差
別
、
が
出
来
る
。
米
子
の
天
地
創
設
の
訟
に
よ
れ
ば
、

叉
也
〉
刀
号
と
ま
ん
去

弓ノ

j

o
」
イ
日
ド

7
M
J
5
1

協
な
る
唯
一
一
気
が
路
、
ク
来
h
、
磨
b
去
b
運
行
し
て
ゐ
て
、
そ
の
淫
行
の
間
に
一
一
一
爪
の
許
多
の
液
淳
、
が
結
成
し
て
地
を
成

し
て
中
央
に
あ
b
、
試
の
務
者
は
口
同
月
mm
反
と
な

ο
て
外
に
あ
ハ
ノ
て
常
に
周
環
淫
轄
を
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
と
な
す
。
未

チ
は
又
、
世
界
の
太
初
ぞ
水
火
二
元
素
な

b
と
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
天
地
の
始
、
物
が
弘
沌
と
し
て
来
、
穴
分
れ

S

b
し

時
は
、
想
ふ
に
ロ
ハ
水
火
の
二
者
の
み
が
あ
っ
て
水
の
浮
脚
部
ち
水
の
極
治
な
る
も
の
が
地
テ
一
成
し
た
、
そ
れ
、
が
如
何
な

る
時
代
に
行
は
れ
た
か
は
明
か
で
な
い
が
今
一
向
山
代
登
ら
て
見
渡
せ
ば
群
山
皆
波
浪
の
件
以
を
な
し
て
ゐ
る
の
は
乙
の
乙

と
宮
示
す
。

夫
等
は
始
め
は
柔
軟
な

b
し
が
後
漸
次
磁
化
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
火
の
以
前
な
る
も
の
が
風
窓
市
首
日

府
民
の
寸
加
を
成
し
た
と
。
之
の
考
へ
は
宵
代
、
有
η
ノ
シ
ヤ
の
天
地
創
造
の
訟
に
於
て
タ

1

レ
久
、
が
ん
ゆ
る
も
の
の
始
、
必
は
水

ウ
ル
シ
ユ
ト
フ

エ
ジ
ペ
ド
ク
レ
久
が
四
の
原
対
物
笈
を
想
定
せ
し
と
似
通
ふ
も
の
が
あ
る
。

で
あ
る
と
し
、

要
す
る
に
積
ん
γ

雑
多
な
る
も
の
の
存
在
し
符
る
の
は
一
%
に
相
兵
か
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
出
し
て
試
は
続
く
凝
結
芯

作
し
て
寓
物
た
る
可
能
性
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
試
の
み
に
し
て
は
世
芥
の
秩
序
が
成
立
し
な
い
。

乙
の
秩
序
あ
〉
b

し
め
る
も
の
、
が
理
で
あ
る
。
人
が
人
と
し
て
、
禽
獄
、
が
禽
獣
と
し
て
、
草
木
、
が
草
木
と
し
て
、
そ
れ
溺
白
の
存
在
を
保

ち
符
る
の
は
閣
の
然
ら
し
む
る
所
で
あ
る
。
換
一
一
パ
す
れ
ば
凡
ゆ
る
も
の
の
生
成
縫
化
を
支
配
す
る
も
の
、
が
恕
で
あ
る
。

し
か
し
恐
は
我
々
の
五
官
に
直
接
に
は
訴
へ
ら
れ
な
い
。

常
に
論
理
的
思
惟
の
下
に
の
み
切
か
に
さ
れ
る
形
市
上
者
一
で

あ
る
。
か
く
て
理
と
気
と
は
相
侠
っ
て
世
芥
乞
存
夜
せ
し
め
る
。
現
な
主
一
一
次
は
常
に
ぬ
沌
で
あ
b
、
気
な

3
恕
は
そ
の



施
す
べ
主
秩
序
も
r

無
意
味
に
除
す
る
。
と
は

ヘ
ミ
の
稿
者
は
全
然
溺
立
で
あ
っ
て
混
じ
る
乙
と
は
出
来
な
い
。
之
、

代
理
試
の
先
後
の
問
題
の
如

3
も
起

b
得
る
わ
け
で
あ
る
。
米
子
は
理
一
一
一
札
の
先
後
を
随
所
に
論
じ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
論

理
的
代
代
理
先
筑
後
と
一
一
品
ぴ
得
る
も
、
時
間
的
に
は
そ
の
先
後
は
論
じ
ら
れ
な
い
と

ム
意
味
の
乙
と
を
一
一
品
、
ふ
。

米
有
天
地
之
先
、
薬
品
九
也
只
是
迎
、
有
此
理
使
存
此
天
地
、
若
佐
…
此
迎
使
鈍
…
天
地
位
…
人
鉱
物
、
都
似
一
該
裁
了
、
有
限

使
有
気
流
行
後
育
寓
物

唾
三
一
一
口
へ
る
、
が
如

3
は
理
の
論
理
的
先
行
を
設
さ
し
も
の
で
あ
b
、
又、

間
有
此
迎
市
有
此
紙
、
未
有

λ
時
此
理
何
在
、
日
、
也
口
ハ
在
一
一
一
一
辺
一
義
知
一
海
水
、
或
取
得
一
杓
、
或
取
得
一
接
、
或
取

得
一
碗
、
都
是
這
海
水
、
但
是
他
匁
主
我
忽
客
、
他
絞
長
久
、
我
符
之
不
久
耳
、

と
ふ
一
一
口
へ
る
、
が
如
さ
は
、
理
は
怪
久
不
援
の
安
在
に
し
て
、
有
限
な
る
存
在
、
が
そ
の
恕
を
時
間
的
に
3

b
取
b
て
己
れ
の

存
在
の
怒
と
な
す
と
一
一
一
一
口
へ
る
も
の
の
如
く
、
他
方
、

天
下
未
有
無
理
之
気
、

亦
未
有
無
試
之
理
、

戎
間
川
必
有
此
理
然
後
有
限
定
日
以
如
何
、

日
、
此
本
銀
…
先
後
之
可

、
然
必
欲
抗
共
同
別
従
来
、
同
別
須
説
先
有
是
辺
、
然
記

又
非
加
怨
一
物
、
邸
存
乎
是
気
之
中
、
保
…
是
ん
米
間
別
是
理
亦
鈍
…
掛
搭
慮
、
気
別
怨
金
火
水
木
、

理
別
魚
仁
義
踏
ん
官
、

と
一
一
一
回
へ
る
、
が
如
主
は
暖
気
の
時
間
的
先
後
の
論
ず
べ
か
ら
ゴ
る
を
切
か
に
せ
し
も
の
と
一
一
一
一
口
へ
る
。

か
く
し
J

し
と
の
混
賓
の
世
界
は
成
立
し
、
天
地
有
b
人
有
p

夕
、
合
致
右
、
，
P

草
木
有
b
、
寓
象
の
生
成
務
化
、
が
行
は
れ
る
。

。



。

之
の
寓
物
の
生
成
務
化
北
は
犬
。
の
頭
、
が
寓
し
て
ゐ
る
。
乙
れ
米
子
が
、

太
極
ロ
ハ
是
天
地
湾
物
之
溜
、
在
天
地
一
一
一
一
同
期
天
地
中
有
太
板
、
在
高
物
一
一
一
一
回
刻
寓
物
中
各
有
太
一
般
、
米
有
天
地
之
先
、
平

完
走
先
有
此
問
、
動
市
生
傷
、
亦
口
ハ
是
理
、
総
市
生
段
、
亦
口
ハ
是
盟
、

と

へ
る
所
以
で
あ
る
。
以
上
の
論
に
従
へ
ば
、

混
と
一
一
以
と
は
経
詩
的
な
る
針
立
の
如
く
考
ヘ
符
る
も
米
子
は
支
に
こ

の
二
一
克
を
統
一
す
る
理
子
)
考
へ
た
。

議
之
問
、
天
地
之
気
常
茶
森
川
明
雑
駁
之
時
、
別
企
ハ
恕
亦
随
一
向
芥
川
別
殺
駁
否
、

日
、
政
却
只
伝
地
、

只
日
五
気
自
如
比
、

又
問
、
若
気
如
此
、
恕
不
如
氏
、
則
是
深
山
県
試
相
雑
ム
犬
、
日
、
一
一
以
縦
走
恕
之
所
生
王
然
俊
生
出
刻
現
管
他
不
得
如
這

理
、
寓
子
一
一
以
了
、

日
用
問
運
用
都
尚
一
一
一
ぬ
筒
ん
弘
、

口
、
巴
一
元
員
立
議

/

F

/

/

4

汗
H
J

ネ
'
J

よ
μ
d

と
一
一
一
日
へ
る
は
是
で
あ
る
。
印
ち
理
と
封
立
す
る
、
が
知
山
」
」
一
一
一
札
も
や
は

b
恕
の
所
後
で
あ
っ
て
、
結
局
は
理
一
一
克
代
的
す
ベ

主
で
あ
る
。
只
一
度
生
ぜ
し
試
は
最
早
理
の
管
沼
か
ら
は
完
全
に
溺
立
し
て
却
っ
て
形
を
以
て
恕
を
制
約
す
る
が
如

3

と
と
主
へ
あ
る
と
ふ
一
一
口
ふ
〉
市
し
て
試
は
却
の
動
的
に
よ
ハ
/
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
我
々
は
恐
が
動
静
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
か
く
異
質
的
な
る
気
が
生
ず
る
所
以
伝
的
か
に
し
符
な
い
。

と
れ
は
正
に
論
理
の
一
大
飛
躍
で
あ

b
、
フ
」
¥
代

栄
壌
の
致
命
的
侠
陥
が
あ
る
。
し
か
し
な
、
が
ら
次
感
と
し
て
は
か
¥
る
快
陥
を
意
識
す
ふ
と
否
と
に
拘
は
ら
ず
、

日
識
に
立
ち
て
二
元
論
を
排
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
球
自
が
あ
る
。
'
即
ち
そ
れ
は
人
間
悦
そ
の
も
の
の
諮
問
を
主
張
せ
ん
が
た
一一花

め
に
は
己
な
を
得
ざ
る
立
場
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。



要
す
る
に
寓
物
の
生
成
は
理
気
の
二
一
克
に
よ
る
。
市
し
て
寓
物
中
の
秀
震
な
る
人
も
亦
然
る
。
米
子
は

人
之
所
以
生
、
理
奥
一
気
令
市
己
、
天
沼
国
治
々
不
窮
、
然
非
是
気
則
雄
有
此
理
、
市
無
所
淡
泊
、
故
必
二
気
交
戚
凝

総
生
来
、
然
後
是
理
有
所
的
説
得
、

と一一一回以、

3え

天
所
紙
魚
命
、
物
所
受
魚
性
、
賦
者
命
也
、
所
賦
者
気
也
、
受
者
性
也
、
所
受
者
気
也
、
れ
郎
理
也
、
在
心
喚
倣
社
、

在
事
喚
一
倣
理

と
一
一
一
口
っ
て
ゐ
る
。
右
に
依
れ
ば
、
性
と
は
浬
が
物
に
紙
せ
ら
れ
た
も
の
を
物
の
側
か
ら
一
一
一
一
口
っ
た
も
の
で
あ
b
、
換
言
す

れ
ば
、
一
一
%
中
に
寓
す
る
恕
を
指
し
て
一
一
一
一
口
っ
た
も
の
で
あ
る
。

乙
¥
代
宋
撃
の
性
の
奴
方
に
於
け
る
根
本
的
な
も
の
、
が
あ

る
。
か
く
性
と
恕
と
ほ
会
然
別
箇
の
二
物
で
は
な
く
、
観
る
立
場
を
異
に
す
る
時
生
ず
る
一
物
の
二
名
孫
で
あ
る
。
か

く
て
今
迄
遮
べ
ら
れ
た
班
の
誇
特
質
は
す
べ
て
性
に
そ
の
ま
¥
兵
は
る
。
又
性
印
理
で
あ
る
以
上
、
性
は
単
に
人
に
あ

る
の
み
で
な
く
、
凡
ゆ
る
一
帯
物
比
五
(
は
る
。
唯
時
と
し
て
は
人
代
具
は
る
理
の
み
を
性
と
一
一
一
一
口
ひ
、
事
物
に
瓦
(
は
お
も
の

は
之
れ
を
斑
と
喚
ぶ
之
と
が
あ
る
。

か
L
る
意
味
の
性
は
太
極
と
等
し
く
形
市
上
で
あ
っ
て
之
を
一
位
接
に
知
的
覚
す
る
之
と
は
出
来
な
い
。
我
々
は
そ
れ
を

性
の
後
動
の
形
式
で
あ
る
情
よ

b
推
論
す
る
。
人
に
於
て
之
ど
み
る
に
入
に
は
所
諮
問
端
の
心
、
が
あ
る
。
四
端
の
心
と

は
性
の
後
動
せ
る
も
の
で
あ
る
。
部
ち
情
で
あ
る
。
米
子
は

一O
一ニ



仁
義
機
智
悦
也
、
役
無
形
影
可
以
模
索
、

一一
0
・間

口
ハ
是
有
這
理
耳
、
惟
情
可
符
十
郎
丸
、
明
媛
、
支
怒
、
続
遜
、
是
非
日
正
也
、
故

と

ム
。
し
か
し
孟
子
は
凶
端
の
心
と
は

日
、
乃
若
共
併
刻
可
以
免
善
立
〈
、
蓋
性
無
影
形
、
焼
情
可
児
、
税
北
(
後
一
庭
税
諮
問
、
加
川
知
4
A
パ
糾
…
ぃ
一
之
本
必
善
央
、

り
て
ゐ
る
、
が
問
坊
の
情
と
は

は
な
か
ク
た
。
そ
れ
を
米
子
が
情
と
断
、
じ

一十晶子一一出向性、

だ
の
は
心
統
性
情
と
の
見
解
の
下
に
で
あ
る
。
次
代
し
ば
ら
く
心
と
れ
情
と
の
関
係
を
切
か
に
す
る
。

米
子
に
よ
れ
ば
心
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
肉
鶴
代
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。
却
ち
可
滅
的
(
民
代
は
可
域
的
と

ふ
べ
き

攻
る
も
米
壌
に
て
は
カ
ン
ト
に
於
け
る
戚
性
と
悟
性
と
の
一
弘
別
の
如

3
厳
密
な
る
庖
別

k
考
へ
な
か
っ
だ
の
で
、
成
先

さ
れ
る
も
の
を
今
般
b
k
可
滅
的
と
呼
ぶ
)
な
る
肉
践
と
、
不
可
続
的
な
る
心
と
乞
人
に
於
て
医
別
し
た
の
で
あ
る
o

ハ
'
勿
論
米
子
は
か
¥
る
意
味
の
と
と
を
明
一
一
一
目
し
て
は
ゐ
な
い
。
)
市
し
て
市
内
鎧
は
試
の
凝
結
で
あ
っ
〈
荷
も
凝
結
せ
る
気

に
は
盟
、
が
お
す
る
。
之
の
却
の
外
に
心
な
る
一
一
物
が
存
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
性
と
心
と
は
正
に
一
物
で
あ
る
。

怯
は
後
勤
し
て
情
と
な
る
。
我
。
は
怖
そ
の
も
の
も
誠
る
乙
と
は
出
来
な
い
。
従
っ
て
怖
も
心
と
一
一
一
一
円
は
る
ぺ
主
で
あ
る

か
く
て
心
に
性
と
情
と
の
一
的
夜
、
が
あ
る
。
部
ち
我
々
の
心
の
未
だ
後
せ
d
d

る
も
の
、
か
れ
で
あ

b
、
動
一
献
す
る
心
、
が
情
で

あ
る
。
放
に
心
は
仇
情
を
統
べ
し
も
の
と
一
一
点
は
れ
、
又
慮
察
部
不
安
と
も
一
一
一
一
円
は
れ
る
所
以
で
あ
る
。

¥ノ一
、
性
是
未
動
、
情
限
延
己
動
、
心
包
符
己
一
切
米
動
、
十
一
五
心
之
米
動
刻
一
筋
れ
、
巳
動
期
ゑ
情
、
所
諮
心
続
性
情
者
也
、

/
f
k
、

¥
】
/一
一
、
心
之
会
総
、
滋
然
厳
別
、
潟
組
問
札
(
足
、
無
一
老
忍
欲
之
問
、
共
流
行
該
街
、
安
乎
動
静
、
一
向
妙
用
又
無
不
在
潟
、

f
t
t
、故
以
来
米
地
獄
一
郎
会
桟
者
一
一
一
一
円
之
別
れ
也
、
以
北
(
己
後
部
妙
悶
mhJn
之
刻
信
也
、
然
心
統
、
佐
倍
、
只
就
路
沿
一
物
之
中
、
指



企
パ
己
後
未
地
崎
市
怨
一
一
一
一
同
爾
、
非
是
任
問
見
一
街
地
一
段
、
心
是
一
一
街
地
一
段
、
情
叉
是
一
街
地
頭
如
此
懸
潟
也

米
子
ば
又
、

Mm
義
夫
の
位
者
道
之
形
践
、
心
者
性
之
部
郭
-
な
る
設
を
説
曳
」
得
て
甚
だ
好
し
と
し
て
、

r
…
品
道
無
形
校
、
性
使
是
道
之
形
校
、
然
考
鈍
…
錨
心
、
却
終
性
在
荏
庭
、
須
是
有
箇
心
、
使
収
拾
得
這
任
後
用
出
来
、

芸
品
性
中
所
有
道
理
只
是
仁
義
機
材
使
是
賞
理
、

曹
と
一
一
一
日
っ
て
ゐ
る
。
佐
代
形
脱
存
b
と
は
一
見
。
不
可
思
議
で
あ
る
、
が
、
乙
れ
は
可
滅
的
な
る
形
慌
で
は
な
い
。
米
子
に
よ

れ
ば
遂
と
は
恕
の
線
名
で
あ
少
、
道
と
怒
と
は
一
般
と
特
殊
の
関
係
の
如
主
も
の
、
が
あ
る
。

¥
ノ一
、
問
、
遊
興
斑
如
何
分
、
耳
、
道
使
赴
路
、
理
内
定
那
文
担
、
問
、
如
木
理
相
似
、
日
、
是
、
問
、
知
此
却
似
一
一
般
、

f
t

、¥b
日
、
道
之
字
危
符
火
、
理
問
光
山
迅
字
被
硲
許
多
斑
版
、
又
日
、
一
道
字
炭
大
、
理
字
精
密
、

特
殊
と
は
各
紙
に
賦
せ
ら
れ
た
る
、
が
故
に
、
部
ち
潔
は
道
な
る
大
山
ほ
か
ら
波
み
と
ら
れ
た
一
碗
の
水
、

」
'
ヲ
¥
ノ
丈
¥
ノ
円
円

一
品
小
・

0
i
J
A
q
'京

き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
道
た
る
に
は
何
の
滋
化
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
特
殊
な
る
も
の
に
紙
せ
ら
れ
た
る
、
が
故
に
特

殊
な
る
恕
と
い
ム
の
で
あ
る

J
mし
て
一
般
的
怠
る
選
は
乙
の
特
殊
的
な
る
理
の
形
に
於
て
よ
L
V
他
z

に
は
後
一
吸
の
方
法

が
な
い
。

之
の
特
殊
衣
る
一
理
が
部
ち
任
♂
あ
る
。
故
に
れ
は
道
の
旦
(
躍
的
現
意
的
援
現
で
あ
る
ど
い
ふ
意
味
に
於
て
紅
一

者
道
之
形
燃
と
古
川
一
は
れ
る
の
で
あ
お
。
火
、
心
者
牧
之
郷
郵
一
三
一
一
一
一
川
へ
る
所
以
の
も
の
ば
、
む
は
元
来
と
れ
と
指
摘
す
る
九
日

之
、
と
は
如
来
、
な
い
。
安
在
す
る
、
も
の
は
朱
後
h

い
於
宅
は
校
マ
止
め
b
、
後
動
せ
る
時
に
は
情
で
あ
b
、
心
と
は
唯
之
等
の

便
宜
的
総
名
た
る
に
過
ぎ
ぬ
3

米
子
は

動
滋
是
心
、
動
底
是
性
ー
と
一
一
一
一
四
ふ
。
従
っ
て
之
、
ピ
お
郭
と
一
一
一
一
口
ひ
得
る
の
で
あ

一hoz五
J
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Z
4
0
 併

し
乍
ら
米
子
の
心
の
解
は
必
ず
し
も
一
義
的
で
は
な
い
。

戎
関
心
牧
之
別
、
日
、
這
笛
極
難
説
、
旦
是
難
届
締
結
官
喰
)
如
伊
川
以
水
稔
位
、
共
読
本
好
、
却
使
焼
不
得
者
生
病
、
心

大
疑
似
箇
官
入
、
天
命
使
是
君
之
命
、
性
使
如
職
事
一
一
般
、
此
亦
大
築
知
此
、
要
自
理
命
日
得
、
如
郁
子
云
位
者
道
之

形
館
、
蓋
道
只
是
令
営
如
此
、
性
別
有
一
筒
校
高
生
出
君
区
之
義
父
子
之
仁
、
性
雄
虚
都
是
賞
理
、
心
縦
走
一
一
物
却

鹿
、
放
能
包
含
寓
理
、

心
存
善
悪
、
性
無
不
諮
問
、
若
気
質
之
性
、
亦
有
不
官
官
、

問
、
人
心
形
市
上
下
如
何
、
日
、
如
肺
肝
五
綴
之
心
、
却
是
寅
有
一
物
、
若
今
皐
者
間
三
間
操
合
存
亡
之
心
、
期
是
一
紳

明
不
測
、
放
五
臓
之
心
受
病
別
可
用
薬
裕
之
、
這
筒
心
、
則
非
菖
蒲
夜
一
令
所
可
補
也
、
間
知
此
刻
心
之
理
乃
是
形
市

上
否
、
回
、
心
比
性
別
微
有
迩
、
比
気
則
自
然
又
一
媛
、

と
言
へ
る
が
如

3
は
心
統
性
情
の
論
と
背
馳
す
る
も
の
す
ら
あ
る
。
乙
れ
ら
に
よ
れ
ば
米
子
の
考
へ
る
心
は
性
情
の
外

に
一
物
が
あ
っ
て
そ
の
中
に
性
情
が
宿
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
が
如
き
極
め
て
素
朴
な
考
へ
方
に
捉
は
れ
て
ゐ
る
ゃ
う
で
あ

。
る

T

と
に
か
く
朱
子
は
四
端
の
心
は
四
端
の
情
で
あ
b
情
と
性
と
の
関
係
は
末
と
本
と
の
如

3
関
係
が
あ
る
か
ら
、
情
を

以
て
形
市
上
的
な
る
牲
の
如
何
な
る
も
の
な
る
か
を
推
論
し
得
る
と
な
す
。
然
ら
ば
情
よ

b
推
知
さ
れ
る
性
と
は
如
何



な
る
も
の
か
。
人
に
は
側
際
基
悪
酔
遜
是
非
な
る
四
の
心
の
徴
主
郎
ち
情
、
が
あ
る
。
荷
し
て
乙
の
四
情
は
善
と
一
一
一
一
口
は
れ

ね
ば
な
ら
ね
。
米
子
は
何
故
に
乙
の
四
情
、
が
善
で
あ
る
か
の
説
明
は
し
な
い
。
或
は
直
胞
質
的
に
善
と
断
定
し
た
の
で
あ

ら
う
か
、
と
に
か
く
情
が
善
で
あ
れ
ば
性
も
常
に
善
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
旦
つ
上
よ

b
(
さ
戸
各

2
)
論
ず
る
も
性

ほ
天
理
で
あ
る
か
ら
営
然
善
で
あ
る
。
故
に
性
は
善
に
し
て
上
の
間
同
情
の
理
仁
義
機
智
で
あ
る
と
米
子
は
断
じ

る。、
E
ノ一
、
性
不
可
一
三
、
所
以
一
一
一
一
日
性
議
向
者
、
只
一
右
他
州
際
齢
遜
四
端
之
ふ
一
昔
、
則
可
以
見
共
性
之
平
一
昔
、
知
見
水
流
之
泊
、
加
川
知
源

/
¥
 一
段
必
清
ム
犬
、
四
端
情
也
、
性
別
理
也
、
愛
者
情
也
、
共
本
則
理
也
、
知
見
影
知
形
之
意
、

¥
1，ノ二
、
性
是
理
之
総
名
、
仁
義
時
智
皆
佐
中
一
四
之
名
、
側
段
差
恐
僻
遜
是
非
、
日
疋
情
之
所
後
之
名
、
氏
情
之
出
於
性
雨

r
r
t
¥
 議
問
者
也
、
共
端
之
所
後
長
徴
、
皆
従
此
心
出
、
故
日
、
心
統
性
情
者
也
、

米
子
に
よ
れ
ば
乙
の
側
際
以
下
の
四
の
心
の
働

3
V
}
完
今
一
に
兵
足
す
る
も
の
は
人
の
み
で
あ
b
、
他
の
事
物
に
は
そ

の
何
れ
か
Y

侠
け
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
性
が
一
泉
け
し
気
代
制
約
さ
れ
性
の
流
遇
、
が
形
に
妨
げ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
J

か
く

気
に
よ
っ
て
そ
の
完
全
な
る
流
通
を
妨
げ
ら
れ
て
ゐ
る
社
を
気
質
の
性
と
一
一
一
一
円
ぴ
、
本
来
の
任
ハ
天
命
之
校
)
と
直
別
す
る
Q

気
に
は
無
限
の
耗
J

炭
、
が
あ
る
か
ら
気
質
の
性
に
も
知
数
の
程
度
、
が
あ
る
Q

米
子
は
人
物
の
相
異
す
る
所
以
を
次
の
如
く

興
味
あ
る
一
一
一
一
円
莱
に
よ
っ
て
述
べ
て
ゐ
る
。

人
之
所
以
生
、
潔
奥
気
合
部
己
、
天
理
問
浩
ん
ザ
不
窮
、
然
非
是
紙
、
刻
雛
有
限
疋
理
市
無
所
淡
泊
、
故
必
二
気
交
戚
凝

一O
七



一O
V八

総
生
楽
、
然
後
是
理
有
所
開
春
、
凡
人
之
能
一
一
一
一
口
語
動
作
必
慮
替
一
銭
皆
気
也
、
市
怒
存
索
、
故
後
部
怨
孝
弟
忠
信
仁
義

穂
知
日
比
向
性
也
、
然
市
二
試
五
行
交
戚
寓
媛
、
故
人
物
之
生
・
一
骨
格
籾
之
不
向
、
白
一
気
而
一
一
一
一
口
之
E

別
人
物
皆
受
是
須
市

生
、
自
精
松
市
中
一
一
問
、
別
人
得
英
一
気
之
五
五
遁
者
、
物
持
主
(
気
之
一
偽
旦
審
者
、
焼
入
得
共
玉
、
故
是
恕
遜
市
無
所
率
、
物

得
設
(
係
、
故
是
理
塞
市
無
所
知
、
立
人
頭
溜
象
天
、
足
方
象
地
、
卒
五
端
直
、
以
共
受
天
地
之
正
気
、
所
以
識
道
理
、

存
知
識
、
物
受
天
地
之
偏
気
、
所
以
禽
獣
模
生
、
草
木
一
段
生
向
下
尾
反
在
上
、
物
之
間
存
知
者
不
遇
口
ハ
遇
得
一
路
、

如
烏
之
知
孝
、
澱
之
知
祭
主
犬
位
能
守
復
、
牛
但
能
耕
市
己
、
人
刻
無
不
知
、
無
不
能
、
入
所
以
興
物
兵
者
所
雫
者
氏

耳
、
然
就
人
之
mm
葉
市
一
一
一
一
問
、
叉
有
お
け
明
清
治
之
呉
、
故
上
知
生
知
之
資
j
n
疋
気
清
明
純
精
一
郎
無
二
月
培
符
泊
、
所
以
生
知

安
行
不
待
準
而
能
、
知
発
舜
臼
克
也
、
共
次
刻
延
於
生
知
、
必
問
中
部
後
知
、
必
行
部
後
至
、
又
主
(
次
者
資
一
泉
銃
偏
、
又

有
mm
級
、
須
是
痛
加
工
夫
、
人
一
己
否
、
人
十
己
千
、
然
後
方
能
、
及
豆
子
生
知
者
及
活
而
不
己
別
成
功
一
也
、
ツ
一
46

子
日
、
入
之
所
以
具
子
禽
獣
者
幾
希
、
人
物
之
所
以
兵
只
臼
克
容
這
比
一
一
子
、
者
一
史
不
能
存
符
刻
奥
禽
獣
鈍
一
以
旦
(
ム
犬
、

之
れ
は
正
に
潟
有
精
神
論
〉
三
円
三

3
2
で
あ
b
E
忠
犬
八
公
、
が
今
…
え
に
忠
ひ
出
主
れ
る
。

米
子
は
気
笈
の
性
を
考
へ
る
に
乙
と
に
よ
っ
て
従
来
の
性
善
説
と
性
謡
設
の
調
和
を
試
み
ん
と
し
た
。
気
質
の
性
は

奨
の
意
味
で
の
特
殊
で
あ
る
。
性
者
道
之
形
殺
と
い
へ
る
場
令
に
特
殊
性
な
る
言
葉
を
用
ひ
た
、
が
、
乙
の
性
は
専
ら
理
を

指
し
て
一
一
一
一
向
へ
る
も
の
と
も
解
せ
る
の
で
異
の
意
味
の
特
殊
性
と
は

へ
玄
い
の
で
あ
る
、
が
、
気
質
之
性
は
と
の
人
あ
の

木
I
C
直
接
指
示
し
得
る
も
の
の
現
在
持
。
性
の
請
で
あ
る
。
従
り
て
千
人
に
は
千
裁
の
気
質
之
校
、
が
あ
る
J

今
し
ば
ら
く
一
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の t

ム
所
の
気
質
の
悦
そ
究
め
て
よ
み
よ
ヲ
。
米
子
は
米
有
此
気
、
己
有
此
性
、
気
有
一
小
存
而
性
却
常
在
と
い
以
℃

か
¥
る
佐
を
天
命
之
性
或
は
天
地
之
性
と
名
的
け
て
気
笈
之
性
と
格
調
せ
し
め
る
。
市
し
て
か
¥
る
天
命
之
性
も
気
質

部
ち
可
滅
的
な
る
も
の
、
が
な
く
て
は
寓
す
る
所
、
が
な
い
。
然
れ
ど
も
人
の
気
棄
に
は
清
濁
偏
五
の
殊
、
が
あ
る
の
で
天
命

之
性
も
亦
7

て
の
筑
間
賞
に
お
す
る
以
上
浅
深
原
薄
の
差
異
な
h
t
p
)
符
な
い
。
市
し
て
か
く
差
異
あ
b
と
も
之
を
性
と
一
一
一
口
は

ゴ
る
を
得
ね
か
ら
之
空
気
質
の
性
と
呼
ぶ
。
郎
ち
天
地
之
牲
と
は
専
ら
涯
を
お
し
て
一
一
一
一
口
ふ
の
で
あ
る
が
気
質
之
性
を
論

ず
る
に
常
つ
て
は
理
と
気
と
を
雑
へ
て
之
を
ふ
一
日
ム
の
で
あ
る
。

¥ノ一
、
設
卿
間
気
質
之
位
、
日
、
天
命
之
松
非
気
質
刻
無
所
寓
、
然
入
之
気
一
系
有
清
治
偏
正
之
殊
、
故
天
命
之
性
亦
有
浅

f
f
¥
 深
厚
滋
之
具
、
要
亦
不
可
不
認
之
位
、

¥
1
1
'
 
二
、
論
天
地
之
性
率
指
理
一
一
一
一
口
、
論
気
質
之
、
性
別
以
理
鼠
(
気
雑
市
一
一
一
一
口
之
。

a

f
f

、、
か
く
気
質
の
性
は
之
を
分
ち
論
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
が
元
来
は
天
命
之
性
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
君
子
は
位

を
論
ず
る
時
、
天
命
之
牲
の
み
を
異
の
性
と
し
て
気
質
之
牲
は
性
と
し
て
論
じ
な
い
と
と
、
が
あ
る
と
孟
子
の
流
を
車
、
ぐ
。

然
ら
ば
何
故
に
か
〈
天
命
之
性
と
衣
笠
の
院
の
百
一
別
を
必
要
と
す
る
に
至
っ
た
か
と
一
一
一
一
口
へ
ば
、
そ
れ
は
孟
子
の
如
く

佐
諮
問
の
み
乞
論
じ
て
性
感
を
閑
却
す
る
に
は
生
得
と
見
ら
れ
る
忍
者
の
存
在
を
否
定
出
来
ず
、
又
弥
子
の
如
く
性
惑
の

み
を
主
張
す
る
乙
と
は
背
理
主
は
め
て
多
さ
を
見
て
之
を
一
調
和
す
る
手
段
と
し
て
か
¥
る
百
一
泌
を
と

b
し
も
の
と
芯
は

れ
る
。
蓋
し
、
一
-
一
晶
子
は
天
命
之
性
の
み
を
論
じ
て
性
善
訟
を
一
主
張
し
た
。
性
卸
怒
と
い
ふ
以
土
、
蛍
然
の
理
に
不
諮
問
、
あ

一O
九



一一

O

る
位
向
は
な
い
か
ら
と
の
限
'
り
に
於
て
孟
子
の
主
張
は
廷
し
い
。
し
か
し
孟
子
は
気
質
之
性
を
顧
み
な
か
っ
た
。
之
に
反

し
て
孫
子
は
試
を
論
じ
て
伎
を
論
じ
な
か
っ
た
J

従
っ
て
人
の
欲
望
に
捉
は
れ
る
一
習
の
み
を
強
調
し
て
性
に
は
や
一
習
を

な
す
能
力
の
あ
る
と
と
を
考
ヘ
ク
か
な
か
っ
た
。

乙
の
一
用
者
は
各
候
け
る
所
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
程
明
道
が
、
論
性

不
論
気
不
備
、
論
気
不
治
性
不
明
、
二
之
別
不
眠
一
疋
と
さ
口
へ
る
は
ま
乙
と
に
正
し
い
と
米
子
は
-
一
-
一
口
ム
。
邸
ち
米
子
は
純
料

な
る
も
の
と
純
粍
な
ら
ざ
る
滋
賀
と
を
毘
別
し
、
現
実
を
そ
の
ま
¥
一
の
世
界
と
し
て
肯
定
し
、
そ
の
奥
に
現
寅
を
文

蹴
す
る
も
の
を
認
め
て
そ
れ
に
よ

b
調
和
可
能
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。
米
子
の
と
の
純
粋
な
る
も
の
と
然
ら
ぎ
る
も
の

と
の
針
立
を
考
へ
る
乙
と
は
彼
の
持
率
以
想
を
一
貫
す
る
態
度
で
あ
る
。
阪
に
m
M
と
気
と
を
考
へ
し
も
十
必
然
る
。
米
子

は
二
世
界
説
者
で
あ
る
。

形
あ

b
て
気
質
之
性
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
気
質
之
性
は
怒
と
し
て
の
完
全
な
る
後
現
を
妨
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て

乙
L

に
語
、
が
脹
胎
さ
れ
る
。
気
は
忍
の
本
源
で
あ
る
。
蓋
し
米
子
は
仁
義
雄
知
羽
を
一
一
習
な

b
と
す
る
。
市
し
て
之
等
は
天

命
之
性
の
有
す
る
所
で
あ
る
。

乙
の
仁
義
殺
智
の
後
引
が
妨
げ
ら
れ
る
乙
と
は
正
に
一
必
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
故
に

心
有
善
悪
E

性
無
議
問
必
、
表
気
質
之
性
亦
存
不
善
と
一
一
一
一
口
は
れ
る
の
で
あ
る
。
気
質
、
が
性
の
究
会
な
る
後
羽
子
)
妨
げ
る
の
は

般
の
動
稀
で
あ
る
所
の
併
が
物
に
遜
る
乙
と
に
よ
り
て
行
は
れ
る
。
印
ち
形
態
あ
る
が
怨
に
働
〈
欲
望
の
た
め
で
あ
る
。

周
子
は
欲
望
の
働
く
乙
と
に
よ
っ
て
廷
に
陥
る
乙
と
を
恐
れ
て
主
訴
を
説
い
た
。
し
か
し
乙
れ
は
老
子
の
無
潟
と
同
義

攻

b
と
誤
解
遣
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
主
敬
と
改
め
た
。
部
ち
無
陪
な
る
欲
望
を
僕

U
と
い
ム
の
で
あ
る
。



、lj'一
、
心
之
本
搬
無
不
善
、
共
一
流
愈
不
諮
問
者
情
之
逗
子
物
市
然
也
、

f
¥
 

¥
1
1
 
二
、
欲
是
情
後
出
来
底
、
心
如
水
、
性
猶
水
之
縦
、
情
別
水
之
流
、
欲
別
水
之
波
潟
、
佐
波
溺
有
好
成
有
不
好
底
、
欲
之

f
{
¥
 好
成
如
我
欲
仁
之
類
、
不
好
成
則
一
向
奔
馳
出
去
、
若
波
議
翻
浪
大
段
不
好
成
、
欲
則
滅
却
天
理
、
如
水
之
翠
決
、

無
所
不
窓
口
、
孟
子
詩
情
可
以
怨
善
、
日
疋
設
那
情
之
正
従
性
中
流
出
来
者
之
無
不
好
也
、

我
々
は
右
の
引
用
文
に
於
け
る
性
、
情
等
の
誌
は
決
し
て
一
義
的
で
な
い
乙
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と

は
勿
論
で
あ
る
。
気
一
俊
之
性
は
一
度
ぴ
受
け
た
る
以
上
如
何
と
も
な
す
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
わ
け
で
は
な

ぃ
。
殊
に
入
に
於
て
は
乙
の
気
質
之
性
の
浅

3
も
の
は
深
く
、
薄

3
も
の
は
厚
く
改
め
る
と
と
、
が
出
来
る
。
そ
し
て
天

命
之
位
、
に
近
着
さ
符
る
。
そ
れ
は
人
の
修
一
授
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
と
。
乙
¥
に
米
子
の
復
性
の
説
、
が
見
ら
れ
る
。

米
子
に
於
け
る
復
位
の
訟
と
は
、
入
は
元
来
均
し
く
完
全
な
る
諮
問
性
を
天
よ

b
受
け
て
ゐ
る
。
唯
気
質
に
蔽
は
れ
℃

品
一
一
品
等
が
あ
る
、
が
、
捺
ま
ぎ
る
努
力
を
な
せ
ば
訟
に
は
翠
人
も
凡
人
も
そ
の
致
る
所
は
一
と
な
っ
て
何
等
の
差
等
も
な
く

な
る
心
午
前
は
、
に
孟
子
の
一
一
一
一
口
へ
る
放
心
を
求
め
て
之
を
己
に
取
返
す
乙
と
で
あ
b
、
本
然
の
性
に
立
ち
還
る
る
と
と
で
あ

る
。
市
し
て
そ
の
立
ち
還
る
手
掛

b
は
四
端
之
心
に
あ
る
。
そ
れ
を
絡
と
し
て
蔽
へ
る
も
の
を
取

b
去
れ
ば
完
全
な
る

性
を
淡
復
出
来
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
か
¥
る
復
牲
の
訟
は
唐
代
す
で
に
唱
道
さ
れ
た
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
米
子
は
袋

用
し
て
反
に
気
質
之
性
に
よ
っ
て
一
一
暦
有
力
な
る
も
の
だ
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
朱
子
の
立
場
と
し
て
は
賞
然
復
初
復

位
の
殺
を
採
ら
ま
る
乞
得
な
い
の
で
あ
る
が
修
養
の
意
義
を
復
初
と
解
す
る
乙
と
は
果
し
て
正
し
い
で
あ
ら
ラ
か
。



「
以
上
簡
単
で
は
あ
っ
た
が
米
子
の
性
設
を
遜
複
し
し
た
川
一
喜
一
分
ぼ
今
之
を
米
予
の
性
誌
と
一
一
一
口
ぶ
た
が
彼
絡
な
る
鯨

k
rし

い
ほ
ん
水
子
の
特
色
が
見
ら
れ
る
と
じ
て
も
、
そ
の
主
な
る
部
分
ば
正
に
栄
率
レ
ル
)
叶
買
え
特
色
で
あ
つ
で
米
子
一
一
箆
入
、
の
特
色

い
ど
し
て
潟
占
ヨ
る
べ
き
」
で
一
は
漂
い
。
而
し
て
そ
の
端
は
周
子
よ

b
後
せ
る
も
の
、
米
子
は
実
に
宋
町
内
干
の
集
大
成
者
で
あ

わ
っ
た
。
従
っ
て
米
子
の
批
判
は
大
部
分
宋
併
の
佐
訟
に
ち
妥
常
す
る
も
の
と
言
。
て
差
文
へ
な
い
と
忠
ム
。

第
一
に
米
子
の
ぽ
は
来
じ
て
倫
理
的
な
る
意
義
を
持
つ
で
あ
ら
ず
か
、
部
ち
斑
は
営
忽
佐
を
持
つ
で
あ
ら
う
か
。
米

子
に
よ
れ
ば
気
は
白
ら
'
凝
茨
治
数
本
る
も
の
で
.
あ
b
、
人
に
就
い
て
一
一
品
べ
ば
-
一
一
一
口
語
動
作
芯
借
地
管
怨
凡
て
気
で
あ
る
。
然

多
り
ば
人
に
於
て
理
の
演
じ
る
役
割
と
じ
て
浅
さ
れ
で
あ
る
も
の
は
何
で
あ
・
ら
手
か
。
米
子
は
思
慮
も
試
で
あ
る
と
い
ム
。

精
神
作
用
は
如
何
な
る
部
分
に
於
ノ
し
行
は
れ
る
と
考
へ
た
の
で
あ
ら
ラ
か
。
又
思
慮
S
れ
た
結
果
は
や
は

b
気
で
あ

b

う
か
。
米
子
の
考
へ
よ

b
す
れ
ば
恐
は
筑
の
一
辺
命
の
規
定
者
だ
る
よ

b
外
の
何
物
で
も
な
い
。
気
の
運
命
と
は
須
の
あ
う
b

ゆ
る
生
成
幾
化
消
滅
の
必
紘
一
を
意
味
す
る
。
気
の
無
数
の
組
合
せ
が
可
能
怠
る
に
拘
は
ら
ず
、
乙
の
木
之
の
石
な
る
も
の

と
し
て
裂
寅
化
手
れ
た
の
は
之
の
気
の
運
命
で
あ
る
。
形
あ
る
も
の
、
が
形
を
矢
ぴ
、
生
あ
る
も
の
が
死
ぬ
の
も
気
の
運
命

で
あ
る
。
気
の
あ
る
組
令
せ
が
税
と
な
b

J以
の
あ
る
組
合
せ
が
子
と
な
る
の
も
気
の
運
命
で
あ
る
。
之
の
気
の
運
命
を

規
定
す
る
も
の
乙
そ
斑
で
あ
る
。
天
命
な
る
言
葉
に
は
之
の
意
味
、
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
ラ
。
庭
部
の
梧
籾
が
芽

を
み

C
と
い
ふ
と
と
も
ー
そ
れ
が
一
他
の
木
の
や
う
に
屈
曲
す
る
乙
と
も
な
く
真
夜
ぐ
に
上
へ
向
っ
て
伸
び
る
乙
と
も
、

時
が
来
れ
ば
菜
を
出
し
、
そ
れ
が
級
か
ら
策
?
と
脱
落
す
る
と
い
ふ
乙
と
も
、
そ
の
生
長
枯
死
の
援
化
そ
の
も
の
は
す



ぺ
て
気
の
能
力
の
後
視
に
過
ぎ
な
い
の
し
か
し
そ
の
能
力
に
現
実
性
を
賦
山
列
し
て
一
の
絞
殺
だ
ら
し
め
る
も
の
は
理
で

あ
る
。
気
の
本
兵
す
る
如
何
な
る
総
力
も
斑
に
よ
っ
て
方
向
を
輿
へ
ら
れ
秩
序
ぞ
山
県
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
何
時
ま
で
も
ぬ

沌
と
し
て
そ
の
寅
羽
は
不
可
能
で
あ
る
。
人
と
人
と
の
関
係
に
於
て
も
同
様
の
乙
と
、
が
J

ょ
円
へ
る
。
殺
と
な

b
子
と
な
る
は

気
の
運
命
で
あ
る
。
又
そ
の
問
に
慈
変
の
関
係
が
あ
る
の
も
気
の
運
命
で
あ
る
。
慈
し
ひ
乙
と
も
安
す
る
乙
と
も
そ
れ

が
一
の
働

3
で
あ
る
限

b
そ
れ
は
気
の
龍
力
で
あ
る
。
市
し
て
と
の
親
子
な
る
関
係
に
あ
る
気
の
運
命
を
規
定
す
る
も

の
は
児
で
あ
る
。
五
口
々
は
と
の
親
子
の
関
係
に
あ
る
采
の
能
力
を
規
定
す
る
溜
を
名
附
け
て
仁
と
呼
ん
で
ゐ
る
。

台、

宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
怨
に
支
配
さ
れ
叫
も
の
は
な
い
コ
我
令
、
が
一
点
山
と
呼
ん
で
ゐ
る
も
の
も
加
の

S
然
な
る
出
羽
で

あ
る
。
か
く
て
米
子
の
論
に
従
へ
ば
宿
命
論
決
定
論
に

mm
る
。
交
際
米
子
内
'
同
月
も
そ
の
意
味
の
乙
と
を
一
一
品
っ
て
ゐ
わ
か
0

然
ら
ば
者
々
の
行
忽
が
常
に
恕
に
規
定
造
れ
て
如
何
な
る
場
人
口
と
離
も
却
に
従
ム
も
の
で
あ
る
と
せ
ば
倫
理
的
欲
求
で

あ
る
蛍
魚
は
何
慮
、
代
成
立
す
る
で
あ
ら
ラ
か
。
然
る
に
米
子
は
修
養
の
必
姿
子
一
民
一
利
す
る
。
と
¥
代
未
子
の
恕
の
込
仰
の

矛
盾
の
一
、
が
あ
る
。

¥
1
1
A
 一
、
問
、
上
帝
降
哀
於
氏
、
終
降
大
任
於
入
、
天
泌
氏
作
之
芳
、
天
生
物
凶
北
(
才
市
銭
、
作
諸
口
降
百
詳
、
作
不
ふ
一
平
日
降
百

f
t・-a
へ
燥
、
天
wm
降
非
常
之
踊
於
此
世
、
必
預
出
非
常
之
入
、
以
擬
之
、
九
此
等
類
是
斎
，
Q

ム
仕
上
者
、
ロ
共
有
主
宰
、
如
是
邪
、

抑
天
無
心
只
推
涼
共
迎
、
如
氏
、
日
、
氏
三
段
久
一
定
、
一
一
一
氾
箆
也
只
是
恕
如
氏
、
気
rd
従
旅
一
盛
了
又
一
表
ぺ

二一荻づ
j

又
一
媛
、
只
管
怒
地
循
環
去
、
然
有
表
部
不
盛
者
、
所
以
降
非
常
之
刷
於
壮
一
、
定
是
生
出
非
常
、
之
入
、
部
発
夫
経
世
吟

一
一一一一



一
一
四

…
訳
、
義
軒
莞
舜
湯
武
一
利
一
文
皇
主
帝
覇
、
父
子
君
区
間
者
之
送
波
限
於
一
一
茶
、
降
及
南
波
又
度
三
分
、
東
西
仮
援
南
地
紛

松
、
五
前
十
姓
天
紀
幾
禁
、
非
庶
不
務
、
非
米
不
存
、
千
世
寓
世
中
原
有
人
、
芸
品
一
治
必
又
一
乱
、

一
乱
必
又
一
治

夷
秋
只
是
爽
秋
、
須
是
還
他
中
原
。
(
語
類
各
一
)

¥
l
j
 
二
、
百
諮
問
一
郎
、
東
洋
伶
却
、
(
三
支
i
i二
四
頁
参
照
)

f
i
¥
 第
二
代
未
子
は
人
性
の
善
な
る
を
主
張
せ
ん
が
匁
に
忍
の
校
一
五
を
気
に
あ

b
と
し
た
。
し
か
し
乍
ら
、
気
は
却
の
動

総
よ

b
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
向
分
は
訟
の
動
静
と
は
如
何
な
る
意
味
の
之
と
か
、

又
、
形
而
上
者
な
る
川
れ
か
ら
形
市

下
者
な
る
ん
の
札
、
市
も
異
質
的
と
必
は
れ
る
気
、
が
如
何
に
し
て
一
生
じ
符
る
か
や
」
解
し
符
な
い
。
形
市
上
事
は
常
に
乙
の
向

題
を
解
く
べ

3
で
あ
る
と
考
へ
る
の
に
米
子
を
始
め
そ
の
他
の
向
学
者
は
之
を
等
閑
に
的
し
、
そ
の
向
の
論
刊
の
大
飛
躍

E
敢
え
て
し
た
、
朱
子
は
一
度
I

設
3
難
し
、
歎
殺
す
べ
し
と
弟
子
に
数
へ
る
が
、

乙
の
測
気
の
生
成
も
歎
一
誠
す
べ

3
も

の
ぞ
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
と
は

へ
獄
識
は
佐
々
と
し
て
信
念
と
一
致
す
る
。
だ
と
へ
そ
れ
、
が
信
念
で
あ
る
と
す
る
も

気
が
刷
れ
よ

b
生
じ
た
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
惑
の
根
元
は
す
で
に
却
に
伍
胎
す
る
と
一
一
バ
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
乙
れ
は

3尺

到
自
然
之
列
純
一
不
諮
問
と
言
へ
る
に
矛
局
す
る
。

第
三
に
世
界
の
創
造
に
於
て
初
め
は
引
の
み
が
あ
b
そ
れ
か
ら
陰
陽
五
行
の
試
を
生
じ
、
去
に
高
物
、
が
気
化
し
、

日
…
寓
物
、
が
気
化
し
穏
類
有
つ
て
の
後
は
形
気
を
以
て
交
威
し
て
相
生
じ
、
黙
し
て
化
育
の
却
炉
}
受
け
市
し
て
無
限
の
生

今
、
が
行
は
れ
る
と
説
ぐ
が
、

乙
の
市
内
物
生
成
論
は
果
し
て
正
し
い
か
。
殊
に
引
に
二
様
の
働
・
3
却
も
あ
る
時
は
気
宝
生



ず
る
が
、

一
日
一
気
を
生
じ
て
か
ら
は
新
し

3
気
を
作
ら
な
い
と
い
ふ
が
如
さ
働

3
E
考
へ
る
乙
と
は
さ
は
め
て
幼
稚
な

考
へ
た
る
を
免
れ
ぬ
。
な
し
ろ
引
は
常
に
動
か
附
し
て
試
を
生
成
し
つ
¥
あ
る
も
の
と
併
す
べ
く
、
か
く
解
し
て
子
'
で
近

思
録
の
、

天
下
之
川
一
終
市
復
始
、
所
以
伎
一
向
不
窮
、
阪
非
一
定
之
説
也
、

一
定
刻
不
能
低
ム
犬
、

舵
佑
時
的
使
N
め
乃
常
道
也
、

天
j也

常
久
之
道
、
天
下
常
久
之
州
、
非
'
知
道
者
説
能
誠
之

と
J
J

戸
川
へ
る
必
恕
と
一
致
す
る
。
且
つ
朱
子
の
引
は
あ
る
時
は
み
」
く
概
念
的
で
あ

b
、
あ
る
時
は
安
在
的
(
形
而
下
)
で
あ

つ
て
な
ほ
素
朴
安
在
論
的
た
る
を
免
れ
な
い
。
引
の
の
動
静
を
考
へ
る
と
お
J¥

之
乞
人
十
一
く
観
念
的
な
も
の
と
徹
し
得
ず
し

て
、
動
訴
す
る
以
上
、
そ
と
に
何
物
か
羽
象
界
に
於
て
動
献
す
る
も
の
の
い
刈
き
も
の
あ
る
を
考
へ
ま
る
を
符

g
b
し
は

引
の
考
へ
に
於
て
十
分
な
ら
ゴ
る
m
m
あ

b
と
一
一
一
一
口
は
ね
ば
な
ら
ね
。

第
四
代
、
米
子
の
意
味
す
る
諮
問
と
は
何
で
あ
る
か
の
吟
味
、
が
必
要
で
あ
る
。
米
子
は

心
有
善
悪
、
性
似
…
不
善
、
ト↓

I

子、
↓才
2
4ぺ

質
之
性
亦
有
不
議
口
と

ム、が、

乙
れ
に
よ
れ
ば
米
子
は
倫
理
的
な
る
善
惑
を
人
間
の
完
全
不
完
全
性
と
同
一
説
し
て
ゐ

る
か
の
如
く
考
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
子
た
る
も
の
、
が
気
質
に
蔽
は
れ
て
仁
性
の
完
全
な
る
後
現
、
が
出
来
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
が
そ
の
者
の
及
ぶ
最
大
限
の
愛
情
の
表
れ
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
一
波
た
る
者
に
と
っ
て
の
人
並
な
る
子
の
変

情
を
受
け
得
ね
不
幸
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
事
の
故
に
倫
理
的
揺
が
醸
さ
れ
る
と
は
一
一
一
一
口
へ
な
い
。
朱
子
に
於
て
は
乙
の
医

別
が
明
瞭
で
な
か
っ
た
や
ラ
で
あ
る
。
近
代
の
道
総
ほ
か
¥
る
不
完
全
な
る
入
閣
を
そ
の
ま
¥
h
k
見
捨
て
¥
更
な
る
伝

一一五



一一六

性
の
後
現
可
能
に
ま
で
砕
援
し
て
や
る
之
と
を
し
な
い
と
さ
、
世
に
界
有
?
タ
噌
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
不
完
全
な
る

者
が
道
徳
的
に
蓑
め
ら
れ
る
と
と
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
の
不
完
全
の
放
に
憐
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

又
未
子
の
一
一
一
一
口
ふ
や
ヲ

に
入
の
心
が
物
に
働
き
か
け
る
乙
と
そ
の
乙
と
に
惑
が
生
ず
る
の
で
も
な
い
。
如
何
な
る
場
令
に
、
如
何
な
る
物
に
効
さ

か
け
る
か
に
於
て
議
長
山
、
が
分
れ
る
。
朱
子
も
亦
孟
子
の
衣
鉢
を
そ
の
ま
¥
に
受
け
て
校
そ
の
も
の
の
や
一
否
認
を
論
じ
た
の

で
救
ふ
べ
か
ら
当
る
誤
b
に
陥
り
て
了
。
だ
。
米
子
は
性
的
理
也
常
然
之
列
鉱
石
不
善
、
と
一
一
一
日
夕
て
ゐ
る
、
ふ
容
は
不
千
舎
に

鈍
す
る
一
一
h

目
茶
で
あ
る
。
会
く
不
義
同
友
込
」
」
世
界
に
て
は
善
も
な
い
之
と
に
気
附
く
べ
主
で
あ
っ
た
。
孔
子
の

へ
る
七
十

市
従
心
所
欲
不
敗
矩
の
境
地
は
人
と
し
て
営
に
望

U
守
へ
き
到
怨
一
拐
で
あ
る
が
、
若
し
も
一
日
一
乙
の
一
境
地
代
達
し
た
る
以

上
は
、
そ
乙
は
自
然
の
世
界
の
み
で
あ
っ
て
常
怨
の
世
界
で
は
な
く
倫
抑
的
善
悪
の
判
断
の
お
象
と
は
な
ら
ね
。
そ
れ

は
川
知
も
紳
の
世
界
や
禽
獣
の
世
界
代
道
徳
が
一
広
怨
・
さ
れ
な
い
と
等
し
い
。
故
に
米
子
は
れ
そ
の
も
の
の
善
怒
を
論
じ
て

は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
五
に
、
松
左
併
と
の
関
係
を
本
総
と
現
象
と
の
関
係
の
如
く
見
倣
し
得
る
か
疑
は
し
い
。

以
上
朱
子
の
論
の
侠
陥
と
山
山
は
れ
る
も
の
を
指
摘
し
た
、
が
、
か
¥
る
論
問
的
矛
応
が
あ
る
故
を
以
て
自
分
は
宋
皐
の

縫
製
史
に
於
け
る
地
位
ケ
一
一
戦
成
し
ょ
ラ
と
は
必
は
な
い
。
第
一
以
上
の
如
き
仰
肝
移
が
朱
儒
の
深
川
速
な
る
川
山
想
の
問
鮮
の

第
一
限
梯
に
も
遼
し
得
て
ゐ
る
か
疑
は
し
い
。
と
は

へ
今
の
自
分
と
し
て
は
宋
慌
の
れ
論
に
絡
鎖
的
の
賛
意
乞
表
す

之
と
広
出
来
な
い
。
、
が
宋
与
の
街
々
の
紡
に
於
〈
は
同
学
ぶ
べ
き
」
印
仰
が
多
い
。
殊
代
別
論
の
向
山
子
は
往
々
に
し
て
平
な
る
答



問
答
論
に
走
る
の
で
あ
る
、
が
宋
儒
の
刊
紙
十
は
常
に
究
践
を
念
頭
に
し
て
の
惑
で
あ
っ
た
乙
と
は
全
く
敬
服
の
外
な
さ
と

法
〈
に
、
我
々
と
し
て
は
常
に
之
の
態
度
を
感
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
芯
ム
。
宋
係
は
孔
子
の
真
意
を
そ
の
深
さ
反
省
に
於
℃

開
設
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
之
の
結
に
於
て
宋
一
怖
の
倍
率
史
に
於
け
る
地
位
は
ち
」
は
め
て
重
要
で
あ
る
。
考
設
訓
一
訟
も

必
要
で
は
あ
っ
た
が
孔
子
の
真
意
は
そ
れ
に
よ
っ
て
は
把
捉
出
来
的
問
。
そ
れ
は
常
に
目
的
へ
の
手
続
〈
き
で
あ
b
手
段
で

あ
ク
て
目
的
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
孔
子
の
異
に
意
図
せ
し
所
は
よ
b
よ
主
世
芥
の
実
現
で
あ
る
。
宋
慌
の
率
は
と
の

真
意
を
意
識
し
て
そ
れ
の
寅
現
の
意
聞
の
撃
で
あ
っ
た
。
か
¥
る
接
関
の
態
度
に
於
て
準
ぶ
べ
き
所
、
が
あ
る
の
み
で
な

く
、
そ
の
考
へ
方
に
も
参
考
と
す
べ
き
対
は
多
い
。
川
此
の
世
芥
の
存
在
を
眼
前
せ
し
は
勿
論
宋
一
慌
の
偉
大
な
る
功
綾
で
あ

る
。
そ
の
外
に
も
米
子
は
現
実
の
世
界
を
そ
の
ま
¥
に
-
認
め
て
そ
れ
か
ら
本
質
(
即
)
の
世
界
を
究
明
す
る
手
掛
b
を
求

め
よ
う
と
し
た
。

乙
れ
は
五
に
近
来
流
行
の
現
象
率
的
方
法
と
椋
遜
ず
る
も
の
、
が
あ
る
。
又
か
の
大
宇
宙
小
宇
宙
の
忠

恕
比
類
す
る
考
へ
の
如

3
0
東
洋
人
代
哲
撃
的
思
索
な
し
と
一
一
一
一
口
ふ
も
の
に
到
し
て
我
冷
は
之
紘
一
寸
の
事
貨
を
以
て
堂
々
と

彼
等
の
蒙
を
一
勝

3
得
る
を
誇
と
な
す
の
で
あ
る
。
限
惜
し
む
べ
き
は
夫
等
の
忠
想
は
平
に
苅
芽
と
し
て
止
ま
b
、
誌
か

な
る
安
を
結
ぶ
に
至
ら
、
3
b
し
之
と
で
あ
る
。

之
の
東
洋
的
な
る
思
想
を
綴
一
水
後
援
せ
し
め
る
乙
と
乙
そ
我
等
の
任
務

と一一一一口ムベ

3
で
あ
ら
ラ
。

一
一
七
'
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